
▼
魚
好
き
の
私
が
住
む
高こ

こ梁
は
山
の
ま

ち
。
庶
民
的
な
近
海
魚
は
新
鮮
な
ま
ま

あ
り
つ
く
こ
と
が
難
し
く
、
大
好
き
な

マ
グ
ロ
や
ウ
ナ
ギ
は
世
界
的
な
激
減
を

考
慮
し
て
自
粛
中
。
高
梁
の
川
魚
に
増

え
て（
復
活
し
て
）ほ
し

い
し
、
そ
の
お
い
し
い

食
べ
方
が
知
り
た
い
で

す
。（
山
崎
太
）

▼
行
政
放
送
で
は
、
ヒ
ル
ク
ラ
イ
ム
を

Ｐ
Ｒ
す
る
ミ
ニ
ド
ラ
マ
「
ヒ
ル
ど
ら
！
」

を
制
作
し
て
い
ま
す
。
自
転
車
に
興
味

が
あ
る
平
凡
な
青
年
が
、
大
会
に
出
る

た
め
奮
闘
す
る
物
語
で
、
吉
備
ケ
ー
ブ

ル
テ
レ
ビ
、
高
梁
市
公

式
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
で
公

開
し
て
い
く
予
定
で
す
。

お
楽
し
み
に
！（
池
田
）

▼
広
報
紙
や
行
政
放
送
に
つ
い
て
、
皆

さ
ん
か
ら
い
ろ
い
ろ
な
意
見
を
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。
広
報
担
当
者
と
し
て
、

市
民
の
皆
さ
ん
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

よ
う
、
住
ん
で
良
か
っ
た
と
思
っ
て
も

ら
え
る
よ
う
、
こ
れ
か

ら
も
高
梁
市
の
情
報
を

お
届
け
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。（
山
崎
和
）

▼
今
年
の
夏
も
高
梁
で
は
さ
ま
ざ
ま
な

イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
ま
す
♪
７
月
30

日
は
私
た
ち
親
子
も
毎
年
楽
し
み
に
し

て
い
る
成
羽
愛
宕
大
花
火
。
音
の
大
き

さ
に
子
ど
も
が
び
っ
く
り
し
て
泣
か
な

い
か
心
配
で
す
が
、
ベ

ビ
ー
カ
ス
テ
ラ
片
手
に

高
梁
の
夏
を
満
喫
し
た

い
と
思
い
ま
す
。（
三
上
）

川上マンガ絵ぶたまつり
日時　８月 13 日（土）　午後６時 30 分～午後 10 時
場所　川上マンガ絵ぶた公園

　今年で 23 回目を迎える「川上マンガ絵ぶた
まつり」。
　地元の有志グループや職場の仲間などが製作
した「巨大絵ぶた」が闇を鮮やかに彩り、勇壮
に練り歩く姿は迫力満点です。

問 同実行委員会事務局（備北商工会川上支所内）
　  ☎（48）２０００

備中たかはし松山踊り
日時　８月14日（日）～16日（火）　午後７時～午後11時
場所　ＪＲ備中高梁駅前大通り

　369 年の歴史を誇る県三大踊り「備中たかは
し松山踊り」。
　職域・団体連や子ども連による踊りコンテス
ト、武士の伝統を受け継ぐ仕組踊り、精霊流し、
納涼茶会などが行われ、高梁の歴史と伝統を感
じる熱い３日間となります。

問 同実行委員会事務局（高梁市観光協会内）
　  ☎（21）０４６１

有漢町納涼ふるさと祭
日時　８月６日（土）　 午後６時～午後９時
場所　有漢総合グラウンド

　会場には特設ステージと盆踊りの音頭台、そ
して高原夜市が設けられ、昔ながらの祭りの雰
囲気を味わい楽しむことができます。祭りの最
後に、「ウ」の字が灯された権現山の上空に花火
が打ち上げられ、夏の夜空を飾ります。

問 同実行委員会事務局（有漢地域局内）
　  ☎（57）３２００

備中名物  成羽愛宕大花火
日時　�７月 30 日（土）　午後８時～午後 10 時
場所　成羽川河川敷（成羽町下原地内）

　江戸時代から 300 年以上の歴史を誇る備中名
物成羽愛宕大花火。打ち上げ花火や大銀滝など、
技巧を凝らした動く仕掛け花火の数々が夏の夜
空を飾ります。河川敷の特設舞台では、備中神
楽も奉納され、歴史と伝統を感じる夏の一夜と
なります。

問 同実行委員会事務局（備北商工会内）
 ☎（42）２４１２ 
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環
境
に
や
さ
し
い
大
豆
油
イ
ン
キ

を
使
用
し
て
い
ま
す
。

本
紙
は
環
境
保
全
の
た
め
再
生
紙
を

使
用
し
て
い
ま
す
。


